
平成30年度・令和元年度　東京都教育委員会プログラミング教育推進校
豊島区教育委員会研究推進校

「すすんで考え、表現しようとする児童の育成」
プログラミング的思考を高めるための指導の工夫〜算数科を通して〜

研究主題

　ＡＩの時代に子供たちはどう学び、どんな資質や能力を身に付けたらよいのでしょうか。
　今日、コンピュータ等の情報技術の急激な進展とともに、スマートフォンやタブレットＰＣ等の情報機器も
増大しています。こうした技術や機器の進展は、職業生活ばかりでなく、学校での学習や家庭生活など、あら
ゆる面に浸透し、情報を適切に選択・活用していくことが不可欠な社会となっています。
　こうした状況の中、本校は、平成30年度・令和元年度の２年間にわたり、東京都教育委員会プログラミング
教育推進校並びに豊島区教育委員会研究推進校として、「すすんで考え、表現しようとする児童の育成」を目
指し、算数科を通してプログラミング的思考を高める指導の工夫について、先進的研究を進めてきました。
　本校の研究は、ＡＩの時代に活躍する子供たちに必要不可欠な力の育成を求めています。汎用性のあるすば
らしい提案を是非とも参酌していただければ幸いです。児童にとって何が重要かを主体的に考え、活用しなが
ら他者と協働し、新たな価値の創造に挑む情報教育の推進を心より期待しております。
　本研究にご尽力いただきました新井 裕校長先生をはじめ、教職員の皆様、ご指導をいただきました、日本
女子大学特任教授 羽中田 彩記子先生をはじめ、講師の先生方に心より御礼申し上げあいさつといたします。

　Society5.0が未来社会の姿として提唱され、ICTがこれからの人類の生活を大きく変えていく時代に、学校
は子供たちに時代に即した確かな学力を身に付けさせる取組を求められています。
　本校では、新しい学習指導要領の実施に向けて、プログラミング教育を校内研究の核として２ヶ年に渡り実
践して参りました。情報活用能力を高め、論理的・創造的に思考して課題を発見・解決していくためにプログ
ラミング的思考を身に付け、教科の学びをより確実なものとするため、職員一丸となり手探りで研究を進めて
参りました。その一端をご覧いただき、ご指導を賜りますようお願いいたします。
　これまで懇切丁寧にご指導をいただきました、日本女子大学特任教授 羽中田 彩記子先生はじめ、教育庁指
導部指導企画課、豊島区教育委員会、関係する全ての皆様に厚く御礼を申し上げます。
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豊かに学び
美しい心と才能を磨き
共に明日を創っていこう
進め登れ遠く高く



プログラミング教育の分類（本校では、Ａ，Ｂ分類を中心に研究を進める）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの

学習指導要領に例示されてはいないが、学習指導要領に示される各教科等の内容を指導する中で
実施するもの

教育課程内で各教科等とは別に実施するもの

クラブ活動など、特定の児童を対象として、教育課程内で実施するもの

学校を会場とするが、教育課程外のもの

学校外でのプログラミングの学習機会

出典　小学校プログラミング教育の手引（第二版）文部科学省

プログラミングを用いた問題解決の流れ
問題を見出す

分解
一連の作業を

分解する

記号化
１つずつの手順のまとまりを

記号に置き換える

組み合わせ　　　　要素を組み合わせる

反復処理
（ループ）

手順のまとまりを

繰り返して実行する処理

順次処理
（シーケンス）
上から順に実行

されていく処理

分岐処理

条件によって作業を

切り替える処理

問題の解決（正しいプログラムの処理）

試行錯誤し、
よりよいものを見出す
修正（デバック）
間違っていたところを

考え、見直す



研究構想図
豊島区教育ビジョン2015

研究構想図

自ら学び　考え　豊かに表現できる子
【国・都・区の施策】

● Society5.0の到来（内閣府）
● 学習指導要領先行実施
● プログラミング教育必修化
● 豊島区教育ビジョンの推進

【校　訓】

豊かに学び
美しい心と才能をみがき
共に明日を創っていこう
進め　登れ　遠く　高く

【児童の実態】

● コンピュータ学習に意欲的
● 話し合うことに意欲的
● 分かりやすく表現できない
● 考えをうまく伝えられない

目指す児童像
低 学 年

筋道を立てて考えること
ができる子
→意欲的に友達と考えを伝
え合う

中 学 年

筋道を立てて考え、順序
立てて表現できる子
→意欲的に友達と学び合う

高 学 年

筋道を立てて考えたこと
を的確に表現できる子
→意欲的に友達と学び合い
解決策を見出せる

研究主題
すすんで考え、表現しようとする児童の育成

プログラミング的思考を高めるための指導の工夫〜算数科を通して〜

●学習指導要領の理念に基づき、算数科の授業実践を通して筋道を立てて考えることができると考えるから。
●プログラミング的思考を高めることにより、自他の考えを理解し問題解決を図ることができると考えるから。

主題設定の理由

研究仮説
プログラミング教材を活用して、順序立てて考え表現させる活動を取り入れ
れば、論理的に表現する力や友達と学び合って学習に取り組もうとする態度
が養われ、すすんで考え表現しようとする児童が育つであろう。

様々な教科を通してプログラミ
ングの考え方を身に付けさせ、
楽しく友達と学ぼうとする授業
づくり

プログラミング教育で育む資
質・能力を育成することで算数
科の学びがより確実に習得でき
る学びの工夫

プログラミング的思考を高める
ために算数科を通してプログラ
ミングの基本的な処理を体験さ
せる場の設定

研究主題に迫るための３つの手だて

１ ２ ３
教材の活用

● ビジュアルプログラミング
・Scratch　　 ・Viscuit
・micro:bit　　 ・SKYMENU
● アンプラグドプログラミング
・PETS　　　　・ペープサート
・フローチャート・絵カード

授業計画 多様性の確保
● 問題解決的な学習
● 構造的な板書
● ノート指導の工夫
● 掲示物の活用
● ワークシートの活用

● 他教科の授業実践
● ICT支援員との連携
● 企業サポート
● カリキュラム・マネジメント



プログラミング教材の活用　【手だて１・２】
　ScratchやViscuitで命令を考えたり、SKYMENUのフローチャート機能や絵カードを活用して手順書を作成

したりする活動を通して、プログラミング的思考を育成するなど、教科の学びを充実させるために有効な教材を

選び、活用しています。

ビジュアルプログラミング教材
（コンピュータを用いたプログラミング）

Scratch

Viscuit

micro:bit

SKYMENU

アンプラグドプログラミング教材
（コンピュータを用いないプログラミング）

フローチャート
（手順書など）

PETS

ペープサート

絵カード



プログラミング的思考を促す授業計画【手だて１・２】
　プログラミング的思考を促すために、学習の流れや板書を校内で統一したり、掲示物やワークシートを活用し

たりするなど、思考を整理できるような工夫を取り入れています。

問題解決的な学習

構造的な板書とノート指導

問題を

とらえる

自分で

考える
学び合う 振り返る

一人一人が課題をしっかりとら

え、課題解決に向かって段階的

に思考を進めています。

板書と一体化したノート指導を行うことで、学びの理解をより深めます。

掲示物の活用 ワークシートの活用

前時までの学びを掲示し、既習内容を新しい学びにつなげ

られるようにしています。また、掲示物は色分け等を工夫

し、手順の変化や繰り返しに気付きやすくしています。

ワークシートに書き込むことで、論理的

に考えやすくしました。



多様性の確保【手だて３】
　多様な教科、教材を通してプログラミングを取り入れることで、コンピュータを活用することの楽しさや物事

を成し遂げたという達成感を味わわせ、プログラムを組むことの面白さ、便利さへの気付きを促せるようにして

います。

他教科の授業実践

第１学年　図画工作科
あじさいの折り方の手順を、

カードを操作しながら考えまし

た。その後、実際に折って、手

順が正しいか確認しました。

第２学年　生活科
花壇のデザインを考え、タブ

レットを使って自由に描きま

した。タブレットの基本操作

も学ぶことができました。

第６学年　家庭科
調理の手順を、言葉カードを操作し

ながら考えました。なぜそのような

手順になるのかを話し合いながら、

正しい手順を確認しました。

※各教科の年間指導計画にプログラミングを活用した授業提案を盛り込んだカリキュラム・マネジメントを作成

しています。プログラミング教育学習コンテンツをご参照下さい。

ICT支援員との連携 企業サポート

株式会社ベネッセホールディング

ス様や学校ICTサポートデスクメ

ンバーと連携し、教材作りの相談

や、ICT環境の整備を行っていま

す。

株式会社ヴィリング様より、

児童への出前授業や教員研

修、プログラムの作成・相談

等、様々な場面で支援してい

ただいています。

※ 作成したプログラム



仰高小学校　プログラミング教育の目標
身に付けたい
資質・能力 目　標　 低学年 中学年 高学年

知　

識　

及　

び　

技　

能

●身近な生活で

コンピュータ

が活用されて

いることや問

題の解決には

必要な手順が

あることに気

付くこと。

●プログラムの働きやよ

さ、情報社会がコンピュ

ータ技術によって支えら

れていることなどに気付

く。

●コンピュータの操作や簡

単なプログラミングがで

きる。

●問題を解決する

ためには、必要

な手順があるこ

とに気付く。

●コンピュータの活

用が、身近な生活

を便利にしている

ことに気付く。

●コンピュータの基

本的な操作がで

き、コンピュータ

を動かすには、必

要な手順があるこ

とに気付く。

●コンピュータはプ

ログラムで動いて

いることに気付く。

●プログラミングの体験を

通して、プログラムのよ

さや情報社会が情報技術

によって支えられている

ことに気付く。

●コンピュータには得意な

ことと不得意なことがあ

ることに気付く。

●簡単なプログラミングが

できる。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

●発達の段階に

即して「プロ

グラミング的

思考」を育成

すること。

●意図する一連の活動を実

現するために、どのよう

な動きの組み合わせが必

要であり、動きに対応し

た記号を、どのように組

み合わせたらよいのか、

より意図した活動に近付

くのか等を論理的に考え

ることができる。

●プログラミング

において、意図

する一連の活動

を表現するため

には、どのよう

な動きの組み合

わせが必要か考

えることができ

る。

●プログラミングに

おいて、意図する

一連の活動を実現

するために、どの

ような動きの組み

合わせが必要か、

記号をどのように

組み合わせたらよ

いか考えることが

できる。

●プログラミングにおいて

意図する一連の活動を実

現するために、どのよう

な動きの組み合わせが必

要か、どのように改善し

ていけばより意図した活

動に近付くのか論理的に

考えることができる。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

●発達の段階に

即して、コン

ピュータの働

きを、よりよ

い人生や社会

に生かそうと

する態度を涵

養すること。

●課題解決に向け、試行錯

誤しながら、最後までや

り抜こうとする力を身に

付ける。

●他者と協働し、新たな価

値の創造に挑もうとする。

●コンピュータ等を上手に

活用して身近な問題を解

決したり、よりよい生活

や社会づくりに生かそう

としたりする。

●課題解決に向

け、やり抜こう

とする。

●他者と協力し

て、取り組もう

とする。

●課題解決に向け、

粘り強くやり抜こ

うとする。

●自分や他者の考え

を持ち寄り、協働

しながら取り組も

うとする。

●試行錯誤しながら、最後

までやり抜こうとする。

●自分や他者の考えを持ち

寄り、協働しながら新た

な価値の創造に挑もうと

する。

●コンピュータの働きをよ

りよい生活や社会づくり

に生かそうとする。



成　果　と　課　題

〇学習意欲が喚起され、主体的・対話的な学びに資する活動となった。
〇プログラミングに対する理解が深まった。
〇思考力・表現力が高まり、教科理解を促した。

●教科とプログラミング的思考の関係性に着目し、系統的・計画的な実践
を行う。
●ICT情報を柔軟に活用し、教師の指導力を向上させる。

成 果

課 題

ご指導いただいた先生方

研究に携わった教職員
【本年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：研究主任　○：研究推進委員
　校　　長　新井　　裕　　副 校 長　日向野　修二
　１年１組　山下　智申　　５年１組　関川　　卓
　１年２組　秋元　里菜　　５年２組　鈴木健太郎アール
　２年１組　金尾　香枝　　６年１組　樋口　隆宏　　　算数少人数　中川　　貴
○２年２組　新保　沙織　◎６年２組　高倉　　彩　　　養　　護　岡田　　綾
○３年１組　石井　　步　○音　　楽　一木　喜美　　　栄 養 士　加藤　暁子
○３年２組　中村　健太　○図　　工　竹内　由希子　　事　　務　砂賀　喜久江
　４年１組　関口　恭平　　日 本 語　長澤　凜奈　　　理科講師　安岡　淑光
　４年２組　金井　元樹　　特別支援　秋山　　隆　　　司　　書　竹村　由加
【平成３０年度】
　酒井　由江　　平沼エドワード佳祐　中居林　奈苗　　岸本　涼介　　石田　和希
　堀内　秀一　　金澤　文雄　　　　今野　けい子　　水村　美奈子

　本校では、研究主題「すすんで考え、表現しようとする児童の育成　プログラミング的思考を高めるための指導
の工夫〜算数科を通して〜」として、プログラミング教育の研究に取り組んで参りました。
　算数科の研究授業を通して、プログラミング的思考を高める実践を重ね検証することで、知識及び技能等をより
確実に児童に身に付けさせ、論理的思考力を育むだけでなく、主体的・対話的に学ぶ児童の姿も見られるようにな
りました。
　最後になりましたが、本研究にご指導賜りました講師の先生方に心より感謝申し上げます。今後もご指導のほど
よろしくお願いいたします。

おわりに 副校長　日向野　修二

日本女子大学特任教授　　　　　　　　　　　　　羽中田　彩記子　様
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　笠　井　健　一　様
放送大学教授　　　　　　　　　　　　　　　　　中　川　一　史　様
（株）ヴィリング　代表取締役　　　　　　　　　　中　村　一　彰　様
（株）ヴィリング　　　　　　　　　　　　　　　　手　島　未　来　様
（株）ベネッセコーポレーション　　　　　　　　　猪　股　陽　子　様
教育庁指導部指導企画課指導主事　　　　　　　　三　村　　　徹　様
豊島区教育委員会教育長　　　　　　　　　　　　三　田　一　則　様
　　　　　　　　指導課長　　　　　　　　　　　佐　藤　明　子　様
　　　　　　　　統括指導主事　　　　　　　　　丸　山　順　子　様
　　　　　　　　統括指導主事　　　　　　　　　関　　　祐　一　様
　　　　　　　　指導主事　　　　　　　　　　　関　根　憲　一　様
　　　　　　　　指導主事　　　　　　　　　　　羽　賀　絹　恵　様
　　　　　　　　指導主事　　　　　　　　　　　堀　田　　　誠　様
前豊島区立仰高小学校長　　　　　　　　　　　　田　淵　貢　造　様

児童の変容：アンケート調査より

●プログラミングの考えを使うと分か
りやすいですか？

●授業中、友達と話し合うのが好きで
すか。

●プログラミングを使うと便利だと思
いますか

令和元年５月・９月調査結果

■そう思う　■思わない　■分からない

■そう思う　■思わない　■分からない

■そう思う　■思わない　■分からない
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